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ターンインからターンアウトを通してドライバーの視線
を安定させ，操舵を滑らかにし，修正操舵を減少させる
ことが分かった。この制御効果により，雪上のレーン
チェンジ走行においても Fig. 22に示すように挙動の収束
性に優れた運動特性が得られた。
　以上の結果は，日常域の微小な挙動から高G旋回まで，
幅広いシーンにおいて，ドライバーとしての人の特性に合
致した心地よい運動特性を追求した制御開発の結果と考え
る。マツダは今後も，人にとってより制御しやすい車両
運動のあり方を追求し，運転の楽しさや安心感といった
ダイナミクス性能のさらなる質感向上に取り組んでいく。

Fig. 22　Lane Change on Snow-covered Ground
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